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ご意見 事務局回答 現在の状況

ハンズオン展示では、破損も考慮し予備があると良いと思う。 適宜検討し進めていく。 展示業者が決定したので、意向を伝えていく事になる。

空間を体験してもらう視点から、土間の暗さを体感できると思う。
この暗さは、決してマイナスでないのではないか。

たたずまいを活かし照明関係を検討
していく。

展示業者が決定したので、意向を伝えていく事になる。

博物館ではないので、本物の建物が残っているからこそ空間体
験ができると思うので考えてみてはどうか。

松林哲五郎　林などの旅日記を参考
にしながら、できる事を検討したい。

当初の生活の様子を知る資料はない。松林の資料から中山久蔵の人家の立地情報
しかわからない。今後の展示内容を詰める過程でどこで盛り込むか引き続き検討して
いく。

これまでのコースは、建物の作りからウラ周りのように感じるの
で、客間を通る表回りが成立するのであれば検討してみてはど
うか。

建物に入ると、左手の囲炉裏にいくと
自ずと左に回ってきた。

これまでと変わらない動線の利用とする。（どこから回ってもその各エリアで完結する
展示内容とすることを検討する。）人数の多い見学の際は、スタート位置をいくつか設
けてこれまでと同様にスタートすることとする。

この建物は博物館ではなく実物であり、それも一部屋ではなく全
体が残っている。この部屋はこういう使われ方をしていたなど、
実際の空間の中でわかると良いのではないか。

駅逓所エリアにて、駅逓所そのものがどういう役割を果たしてい
たのか、どういうサービスを提供していたのか、といった説明が
あると良いと思う。

土間のパネル、位置について再検討すると良いのではないか。

現在のたたずまいや、実物であるということを意識し、全体的に
目線を低くした展示というのも良いのではないか。

焚火は、音声ガイダンスというより、パチパチとした音のみでも
十分ではないか。
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これまでの調査研究を基に展示内容を決めていくが、運営当時の状態など、現段階
でははっきりとわかっていないことも多い。今後も調査研究を進め、新たな発見が
あった際には、展示更新も検討していくこととしたい。

展示業者が決定したので、意向を伝えていく事になる。
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